
星野さんから商品を受け取るAさん

帰り道に並んで歩くAさんと星野さん

　ボランティアグループ「サポート中瀬」は、ケア24（地域包括支援センター）下井草の担当圏域のあんしん協力員※

の方たちによって平成21年に結成されて以来、きずなサロンの運営など地域を支援するさまざまな活動を行ってき
ました。コロナ禍で多くの活動を休止せざるを得ない中、高齢者の買い物を支援するボランティアの取り組みは途
切れることなく続けられ、必要とする人たちの暮らしを支え、見守りの役割も果たしています。

一緒だからまとめ買いもおしゃべりも

　「あれを見せて」。利用者のAさんが枝豆の袋の積み
上げられた台の奥を指しました。ボランティアの星野裕
二さんが手を伸ばして、山積みの奥から袋を取ってAさ
んに渡します。それを台の手前から自分で取った袋と見
比べて、「こっちの方がいいわね」とAさん。普段は一人
で買い物に来るのですが、スーパーでは手が届かないと
ころにある品も少なくありません。サポート中瀬の買い
物同行ボランティアを利用した日は、買い物の選択肢が
ぐっと広がります。また、一人のときは一度に多くを買
うことはできませんが、この日は大きなエコバッグ2袋
がパンパンに膨らむほどまとめ買いをしました。
　帰り道、星野さんはエコバッグを荷台に載せた自転車を
引いて、歩行器を押すAさんに付き添います。Aさん
は、最近ケータイで撮影した写真を星野さんに見せて、
おしゃべりを楽しみます。「買い物がまとめてできるし、
星野さんとお話もできるので、いつもこの日を楽しみに
しています」

スタッフの負担にならないような活動を

　トイレットペー
パーとティッシュ
ボックスを抱えて
歩く高齢者。そん
な姿を街で見かけ
て、「あれでは他
に何も買い物がで
きない」と、あん
しん協力員の津田
糸美さんは心を痛
め、サポート中瀬
の活動に買い物ボ
ランティアを加えたのが平成27年のことでした。「本当
に必要とする人にだけサービスを利用してもらいたい」
と、宣伝は一切せず、ケア24と協力して必要と思われる
人にだけ申し込んでもらう方法をとりました。「お金を
預かる仕事ですし、利用者の家に上がることもあるので、
信頼できる機関が窓口をしているほうが利用者も安心で
しょう」と津田さんは説明します。
　継続することを重視し、ボランティアが負担に感じ過
ぎないように活動は月1回に限定しています。活動日の
第三土曜日には、ボランティアのスタッフがケア24に集
まって、受けた依頼の担当を割り振ります。スタッフは
当初7～ 8人くらいでしたが、高齢化が進んで現在の実
働は5人。依頼件数は通常7～ 8件なので、一部のスタッ
フは2件を担当します。2件を受け持つスタッフは、利用
者と相談して午前と午後に分けたり、場合によっては日
程をずらしたりします。窓口を務めるケア24は、スタッ
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ケア24で打ち合わせるスタッフ

ボランティア募集のチラシ

フの事情も配慮しながら、負担になり過ぎないように紹
介件数を調節しているとのこと。

コロナ禍で買い物代行が中心に

　買い物ボランティアの対象地域はケア24下井草の担
当圏域全体。病院などからの退院後、介護保険の要介
護認定が下りるまでの期間など他のサービスの利用が
難しい際に利用される方が多いそうです。なかには買い
物よりおしゃべりが目的で、要介護認定後も利用を続け
る人もいるとか。「なるべくいろいろな人と話すことが
刺激になっていいそうです」（津田さん）。また、「買う
もので家庭内の事情がいろいろ分かってしまうので、近
所の人にはかえって頼みにくいようです。だから、こう
いうサービスが求められているのだと思います」と言い
ます。
　ボランティアの内容は、利用者の買い物に同行して補
佐をするのが主でしたが、コロナ禍になってからは、ほ
とんどの利用者が買い物代行を希望するようになったと
いいます。7月17日の取材時に買い物同行を希望したの
は、Aさん1人だけでした。

利用料は100円

　買い物先は圏域内にある2つの駅、西武新宿線の下井
草駅と井荻駅付近の商店街が中心です。同行する場合
は、買い物する店舗付近で利用者と待ち合わせします。
代行希望の場合は、利用者宅を訪問して買い物リストを
受け取ります。「家庭ごとに“いつも買っているもの”が
違いますから、初めての利用者さんの場合は、商品名
やサイズなど細かく確認しておく必要があります。これ
まで使ってきた商品の容器が家にあったら、その容器を
見ておきます」（スタッフの芝崎妙子さん）
　買い物同行・代行のどちらも、利用料は100円です。「利
用者が『なにかお礼をしなければ』と負担に感じずに済
むためにいただいています」（津田さん）。集めた利用料
は、利用者から預かった代金を保管する袋や発行する金
銭預かり証などを用意する事務経費に充てているそう。

利用者の「見守り」にも一役

　買い物ボランティアには見守りの機能もあります。利
用者宅を訪問した時に異臭がするとか、ひどく散らかっ
ているなど気がかりなことがあったら、ケア24を通じてケ
アマネジャーに伝えるよう心がけているそうです。「今日
お邪魔したら部屋がとても暑かったんです。エアコンを
見たら温度設定が30度になっていたので、利用者に声を
かけ、下げておきました」（芝崎さん）ということも。利用
者のほとんどは一人暮らしか高齢者のみの世帯。訪問が
見守りの機会にもなっています。

若いスタッフも参加

　「サポート中瀬」立
ち上げ時から参加
しているあんしん協
力員の小島久子さん
は、「自分が役に立っ
ていると思えると気
持ちがいいですね。
だから、自分のため
にやっているのだと
思います」と言いま
す。長続きする秘訣
かもしれません。グ
ループのまとめ役で
ある津田さんは、地
域活動への思いを
「自分の町を歩く人たちに良い思い出を持ってもらいた
い」と語ります。「ボランティアは順番だと思っています。
次は自分が世話になるかもしれません」とも。
　幸い少しずつですが新しいスタッフが加わっていま
す。これまで、町会の回覧板や街かどの掲示板を使っ
て募集を行っていますが、芝崎さんの場合、きっかけは
回覧板に挟まっていたチラシでした。「介護の仕事をし
ているのですが、地元でも何かできないかと思っていま
した」。星野さんは、何かボランティアを始めてみたい
と探していたところ、たまたま掲示板の張り紙に目が留
まりました。「月1回なら自分にも無理なくできて、ちょ
うどいい。これだと思いました」と応募。昨年より加わっ
た最も若いスタッフです。「自分を待ってくれる人がい
ると思うとやりがいを感じるし、うれしいですね」。負
担が少なく、気軽に始められる点がキーポイントだった
ようです。下井草や井草の町が、いつまでも高齢者が買
い物を楽しめる町でいられるよう、「サポート中瀬」の活
動が世代を超えて引き継がれていってほしいものです。

※あんしん協力員とは、見守りや声かけで高齢者をサポートする「たすけあいネッ
トワーク（地域の目）」事業に協力いただいているボランティアです。






